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今後の展望

ペルーでは、体育の授業時間数が
増えたことにより、体育授業のあり
方や、それを教える教員研修プロ
グラムの作成が検討課題である。
本事業では、レッスン・スタディを活
用した体育教員研修システムをペ
ルーの体育科教育関係者とともに
構築し、ペルー国内に広く普及し
ていくための支援を行う。

ペルーでは、2017年から小学校の体育授業数が週2コマから3コマへと増加し、適切な体育授業を展
開できる教員の育成が喫緊の課題となっている。またその中で、日本の学校体育の知見の共有が求め
られてきている。そこで本事業では本学が中心となりながら、特にレッスン・スタディを活用した体育教員
研修システムの構築を目指しつつ、ペルーの体育教師の能力開発に向けての支援を行う。

日本型体育科教育の世界への展開
～レッスン・スタディを活用した

ペルーの体育教員研修システムの構築～
（ペルー）

実施体制

広島大学教育ヴィジョン研究センター

・全体総括：教授／センター長 草原和博

・プロジェクトリーダー：教授 齊藤一彦

・プロジェクトサブリーダー：准教授 岩田昌太郎

・業務調整：総務担当 草原聡美

パイロット事業実施・運営管理 ペルー側カウンターパート

・国立サンマルコス大学・体育科教育学担当教育長

Damian Nunez Edgar Froilan 氏

・リマ市第七地域教育部・体育専門家

Solis Gonzales Maria Elena氏

実地支援を得ることができた重要な組織

【日本】 日本スポーツ振興センター/在ペルー日本大使館/愛知県立大学/

広島大学附属学校

【ペルー】 教育省 /リマ市地域教育部 /アレキパ市教育局 /クスコ市教育局 /

国立サンマルコス大学/国立アレキパ大学

協 力

連携

協働

今年度の実施内容・アウトプット

◎地方都市であるアレキパ市及び
クスコ市を訪問し、学校の体育の
実情を調査した上で、大学教員、
体育指導主事らとレッスン・スタディ
を用いた体育授業の向上について
意見交換を行い、2019年度に両
都市にて「授業研究会」が開催で
きるための調整を行った。

◎リマ市で、ペルー国内では初となる「授業研究会」を、教育省
体育・スポーツ局、サンマルコス大学、リマ市教育局及び地域教
育局の体育科教育の専門家、さらにそして現職の体育教員らを
招き、開催した。リマ市の二校の中学校において体育授業の観
察を行った上で、事後検討会を実施した。

◎リマの体育教員向けの研修会に参加し、レッスン・スタディを活
用した教員研修のあり方についての発表を行った。

日本国内の専門家からの助言を受けながら、ペルーの体育教育関係者との共同体制でレッスン・スタディ
を活用した体育教員研修プログラムを完成させる。また、これらをリマ市のみならず、地方都市においても展
開し、国内での普及を図るための支援を行う。

国立大学法人広島大学 大学院教育学研究科 齊藤一彦
(082-424-7151 saitoh@hiroshima-u.ac.jp)
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